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Wellbeing向上の要素、Wellbeingを高めること
による副次的効果に関連すると思われる研究
の紹介
・SOMPO インスティテュート・プラス 生産性研究会の分析結果
・日経「スマートワーク経営」研究会の分析結果
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出典）SOMPO インスティテュート・プラス
https://www.sompo-ri.co.jp/publicity/productivity/
https://www.sompo-ri.co.jp/publicity/productivity/20230830-9026/

SOMPO インスティテュート・プラス 生産性研究会の分析結果



目次
 Introduction
 エンゲージメントとは？
Q1.従業員のエンゲージメントが高い組織は、営業成績も良いのか？
Q2.従業員のやりがいが高い組織は、営業成績も良いのか？
Q3.上司のサポートが組織に与える影響は？
Q4.従業員が会社から大切にされていると感じている組織は、営業成績も良いのか？
Q5.従業員の会社へのロイヤルティが高い組織は、営業成績も良いのか？
Q6.メンバーが公平感を感じる職場の生産性は高いのか？
Q7.仕事のコントロール度が高いと良いことがあるのか？
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Q1：従業員のエンゲージメントが高い組
織は、営業成績も良いのか？
• エンゲージメントの定義や測定方法などに相違はあるものの、
先行研究からエンゲージメントが高いと業績や離職率などの点
で企業にプラスに働くと考えられている。

• そのため、従業員のエンゲージメントが高い組織では営業成績
の向上が期待。

• 分析の結果
• エンゲージメントが高いと営業成績も良い傾向
• エンゲージメントを高める人事施策や働き方は、企業の生産性向上の
観点からも重要
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目次（再掲）
Q2.従業員のやりがいが高い組織は、営業成績も良いのか？→Yes

Q3.上司のサポートが組織に与える影響は？→上司のサポートは、エンゲージメ
ントにプラスの影響

Q4.従業員が会社から大切にされていると感じている組織は、営業成績も良いの
か？→Yes

Q5.従業員の会社へのロイヤルティが高い組織は、営業成績も良いのか？→Yes

Q6.メンバーが公平感を感じる職場の生産性は高いのか？→Yes（情報の共有・公
平感のスコアが高いと営業目標を達成する可能性）

Q7.仕事のコントロール度が高いと良いことがあるのか？→Yes
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日経「スマートワーク経営」研究会の分析結果
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出典）日経「スマートワーク経営」研究会
https://smartwork.nikkei.co.jp/study/



ウェルビーイングと企業パフォーマンス
報告書内の山本勲教授の分析結果

9出典）https://smartwork.nikkei.co.jp/study/study202407.pdf



報告書内のウェルビーイング向上に関する
分析結果
• テクノロジー導入とウェルビーイング

• テクノロジーの導入はウェルビーイング向上に寄与するが、単独では
なく人的資本施策（リスキリング、柔軟な働き方の導入）との組み合
わせが重要。特に健康管理や在宅勤務支援のテクノロジーは、メンタ
ルヘルス向上やワークライフバランスの改善に貢献する。業務効率化
テクノロジーの導入は、管理職の負担を軽減し、長時間労働を抑制す
る効果がある。

• その他の分析結果
• 多様で柔軟な働き方はウェルビーイングを向上
• 健康経営の推進もウェルビーイングを向上
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